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十六世紀におけるイスパニア
の西インド貿易
宮 下 孝 吉
I 
イスパニアとイスパニア領アメリカとの貿易は，十六世紀および十七世紀
前半を通じて，運搬された価値ならびに数量において，西洋では最大の大陸
間貿易であった。その主要な内容であるアメリカ産の銀を合わせて，この貿
易はイスバニア経済における最も重要な種目となったし，これがなくては，
十六世紀後半におけるイスパニアの地位は測り知れないほど弱かったことで
あろう。その結果として， 1630~40年の貿易の収縮と後期ハップスプルグ家
支配下のイスパニアの衰微との間には密接な関連があった。アメリカの富の
源泉がイスパニア経済をうるおわさなくなるや否や，首府マドリードは財政
上の大困難の時期を経験し始めた。
このような貴重な利点は，偶然に獲得されたのではない。イスパニアは政
治的・地理的・技術的な遺産をもっていて，それがイスパニアをして帝国の
諸機会をつかみ，すすんで諸機会を創造するのに他の西欧諸国に比べてより
適合させたのである。ボルトガルは，たしかに，十五世紀にこの途を拓いて
いて，遠く南へ大西洋に出て，アフリカ海岸に沿って黒人，香料，黄金を求
めた。しかも，拡大を可能にした経済的・技術的な進歩は，イスパニア以外
の諸国に利用できた。商人銀行家や為替手形の存在は国際為替とりわけ信用
の要具を海外商業のために利用させ，貴金属の大不足の時期には資本を集積
させた。この資本がなくては企業も不可能であったことであろう。新しい方
法は早くも十三世紀にイタリアで先ず完成されたが，イスパニアは最も早く
この新方法を学ぴ，この点において北欧諸国よりはたしかにまさっていた。
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船舶や航海術における技術的な革新から利益を収めるのにもおくれをとらな
かった。その他の諸点ではイスパニアの進歩は独特であり，ィスパニアの経
験は直接的であった。戦闘方法では，イスパニアはヨーロッパ第一流であっ
た。これをイスバニアはムーア人との長い間の戦闘，その後イタリアにおけ
る戦闘で学んできていた。イスパニアの武器とくに銃砲はアズテック族やイ
ンカ族を急速かつ圧倒的に征服した基本的な要因であった。しかし，イスパ
ニアは軍事力だけではなく行政力をもっていた。フェルディナントニ世 (14
79~1516)とイサベラー世 (1474~1504) とによって展開されたような国王の
有効な統治権力とその代理人とは，イスパニアにヨーロッパ最初の近世的な
国家機構を与え，首府からひとつの帝国を管理するだけではなく，諸制度や
役人を新領土に輸出する施設をイスパニアに与えた。
イスパニアの植民は，帝国建設事業における唯一の競争相手であったボル
トガルの植民と種類上異なっていた。ポルトガルは拡大の政治的・宗教的な
諸利益を意識することが少なかった。勿論，コロンプスと彼の君主たちとは，
極東の黄金や香料に興味をもたなかったわけではないし，ポルトガルは回教
徒の側面を迂回して後方に出る利益に気が付かなかったのでもない。しかし，
オットマントルコ族が東欧および地中海に拡大するのに対して同盟を求め，
帝国主義から派生すべき権力を知ることは，イスパニアの政策にはポルトガ
ルのそれに比べて，はるかに支配的であった。この力点の差異は現実の拡大
過程のなかに反映された。探検および征服の初期にイスパニアが採用した手
段ー~とくに迅速な作戦行動と諸｝レートの選択—は帝国将来の政策を決定
するのにとくに重要であった。極東への西方｝レートの探索ほ，コロンプスの
第二回航海以来，彼がいままで偶然に発見してしまっていた新地をその土地
自身のために開発しようとする願望ーーキリスト教を拡大しつつ黄金を取得
する移植民政策―tこ途を譲った。この決意がひとたびきまってしまうと，
唯一の制限は利用可能な領土の数量であった。この時点では，イスパニアの
政策はポルトガルのそれともうひとつの点で異なっていた。それはリレー式
植民の採用である。 1492~98年には新世界の探検はアンティル列島とティエ
ラ・フィルマ（イスパニア領アメリカ本陸＝パナマ）の海岸の二三カ所に限られ
十六世紀におけるイスバニアの西インド貿易（宮下） （221) 3 
ており，ひとりコロンブスによって支配されていた。第二期， 1498~1S06年
にはコロンプスは彼の独占を失い，探検は再びティエラ。フィルマに向った。
サント・ドミンゴはその後の移植民の第二次的な基地として用いられた。第
三期， 1S06~16年にはコロンブスは逝去しており，古い型の遠征隊がイスパ
ニアを出発しつづけていたけれども，探検や征服の最大努力は植民者自らに
よって，最初はサント・ドミンゴから，後にはキューバから行われた。最後
に， 1S17~3S年には大陸の大征服が企てられ，メキシコやペルーが征服され
た。これも既存の植民地から開始された作戦行動であった。
ィスパニアの植民は目的や方法だけではなく，品質上も独特であった。早
くも第二回航海(1493)から，イスパニアはいままでになかった数量の人間や
資材を移植民事業に投入した一ー17隻の船舶， 1,200~1, S00人の移出民。最
初の 8~9年に約 5~6千人が移出した。これはイスパニアが拡大のための
人的資源をもっていた徴候であり，それは一部分には人口が増加しつつあっ
たから，一部分にはグラナダの陥落，失地回復 (reconquista)の完成がムーア
戦争に縛りつけられていた兵力を釈放したからである。黄金はこの大作戦の
ために唯一可能な正当化であり，コロンプスの第二回遠征は黄金の期待によ
って資金が調達された。植民経済の鉱石採掘と奴隷労働という特徴は，かく
して，そもそもの最初から現われていた。この形態の開発は，広大な領土の
有効な占領と一大労力の動員化とを先行条件として必要とする。強力な軍事
機構や行政技術と共にイスパニアはこの 2つを達成する手段をもっていた。
けれども，黄金の探求は宗教的な伝道事業によって緩和された。キリスト
教の宣布なしにはイスパニア人の拡大は考えられないし，もしもそうでなけ
れば，イスパニアの拡大ほきわめて異なった形態をとったことであろう。ア
メリカの発見と征服とは伝道の拡大という精神によって活気づけられ，教会
のあらゆる努力によって徹頭徹尾支持されたからである。ここでも，イスパ
ニアの遺産は独特であった。イスパニアはヨーロッパ最初の改革教会をもっ
ていた。イスパニアの聖職者階級の水準，神学者たちの能力，宣教師たちの
熱狂ほ，西欧世界では比類がないほど高かった。しかもイスパニア教会はイ
ベリア半島自体で異教徒との接触という直接経験をもっていた。これは，教
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会の不寛容の若干を説明するものであるけれども，教会を知らない人々にキ
リスト教の信仰を拡張するのに熱心であったことをも説明する。かくして，
教会は植民の拡大に重大な役割を演ずる自信と人員とをもっていたし，また，
開拓者階級の乱暴な植民地気質を抑え，新しい帝国に若干の秩序と正義とい
う特徴を与える理想と人数とをもっていた。というのは，イスパニアが植民
に乗り出したのにはさまざまな動機が混合していたからである。イスパニア
人は「神と陸下とに仕え，暗黒のなかにある者どもに光明を与え，また富を
得る」ために新世界に赴いた。教会と国王とは神に仕えるという条件を本気
にとった。その証拠は彼らがインディアンを改宗させて保護しようと努力し
たことである。しかし，移民たちの大衆は，これらのことには無関心であっ
た。ペルーにおけるインディアンの強奪に抗議し，彼らに神と信仰とを知ら
せるよう勧告した一人の司祭に，ビザロは「余はかかる理由にてここに来れ
るにあらず。彼らの黄金を奪うために来れり」と説明した。ビザロのような
人間は，土人から貨幣と労力とを強請し，必要ならば彼らに戦争をしかける
ために支配階級として西インドに赴いた。インディアンのたましいを救おう
と熱中した宣教師たちはその努力が失敗に帰したことを知った。世俗の支配
者としてイスパニア国王は領土と収入とを欲した。この点において教会は妥
協もさせられた。キリスト教君主，アメリカにおける教会の保護者として，
イスパニア国王はインディアンをキリスト教に改宗させる大事業をほんとに
委託されていた。しかし， 2つの目的が真面目にとられたという事実は，国
王の政策が動揺し気迷い加減であったことを意味する。これは司教，宣教師，
法律家などの理想主義者には，インディアンのための正義の闘争のなかに彼
らの理想と感化とを挿入しようと求める機会を与えた。これらのキリスト教
人道主義者の理想はイスパニアの植民立法のなかに滲透し，その理想は常に
実際に効果をもったのではなかったけれども，新世界におけるイスパニアの
頷土が単なる掠奪帝国に堕落するのを防いだのである。
植民列強というもののなかに必要としたさまざまの性質が，イスパニアで
は独特に組合わされていた。イスパニアは諸目的と諸手段とをもっていた。
それ故に，コロンブスが彼の運命をカスティリアの運命に従属させたのは偶
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然ではなかった。彼は最初カスティリア以外の諸国に試みた。ポルトガルは
彼の申出を拒絶した。その理由は．地理的思索の進歩そのものやポルトガル
政界および実業界に獲得されていた経験が，ひとつの誤った仮説に従うこと
をポルトガルに拒絶させたからである。とにかく，ボルトガルは東洋産の香
料への直接Jレートを求めてアフリカ遠征や南方探検を行なって，あまりにも
多く出資してしまっていたので，距離が明らかにまちがっていた人の計画に
ほ興味をもち得なかった。コロンブスはポルトガルにはおそすぎ，北欧にと
っては早すぎた。というのほ，ポルトガルはあまりに多くを知っていたので
彼の計画を拒絶したのに，フランスやイギリスは十分知らなかったので彼の
計画を拒絶した。しかるに，コロンプスの鬼オと粘り強さとがイサベラの直
覚と想像に合致したカスティリアでは，基盤がこのような企画にほとんど準
備されていた。尤もこの企画が1492年に最終的に実るのには 7年間の努力を
必要とした。このような長い延引の年月は意義深いものである。もし，コロ
ンブスが彼の計画を西欧の全部に提出するのに10年を費さなかったならば，
カスティリアの役割は偶然的と看倣されていいであろう。しかし，イサベラ
の応答とニーブラの船主や実業家の金融的援助とが偶然な出来事の可能性を
入る余地なからしめている。というのほ．選択の自由は万辺なく且つきわめ
て長い間提供されてしまっていたからである。それだけではない。地理的と
いう強制的な見地からすれば，イスパニアはコロンブスの目的にとって理想
的であった。
イスパニアに有利な条件がかずかずあるうちに．地理的条件はおそらく最
も重要であったといえる。失地回9復の攻撃の最前線であるアンダルシアは，
回教徒と接触し摩擦を長い間経験したひとつの国境地域であり．失地回復を
征服へと転ずる準備ができていた。さらに，アンダルシアは地中海と大西洋
との交点に位置し南北にかたよらず適当な緯度に所在している。風と潮流と
はセヴィリアー一そしてリスボン一を船舶が大西洋に入り且つ戻ってくる
最もよい場所にした。それ故に，最初からアンダルシアは西インドとの交通
および商業の事実上の独占を享受していた。海外貿易はまもなくイスパニア
側の端ではセヴィリアおよびそのガダルキヴィル河畔の衛星諸港に限られ，
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コンスラード (consulado) と呼ばれるセヴィリアの商社団体に独占されてい
た。これらの諸制限を設けるにあたっては，勿論，国王は財政的・経済的な
考慮だけではなく，政治的・宗教的・戦略的な考慮によつて動かされた。し
かし，これは法律上の独占であり―始めから批判の目的物であったけれど
も—―この独占は現実に基礎をおいており，技術的・地理的な諸条件に照応
している。
I 
1495年にカディスが出帆港として名指された。 1503年2月14日勅令はセヴ
ィリアにイスパニアと西インドの経済関係を管理する機関，商務院 (casade 
contratacion)を組織した。 この勅令によって植民地海運にはセヴィリア港の
みを使用する義務が課せられ，かくして，新発見の土地との関係についてセ
ヴィリアの独占とカスティリアの専属とを永久的に確定した。しかし， 1495
年および1503年の勅令は現存の諸事実を記録したものにすぎない。コロンブ
スを最初とする企業家たちと結ばれた契約では，国家は将来の諸要求に対し
て登録，保障，仲裁の役割に自らを限定した。港の選択はもとは私企業に依
存していた。いいかえれば，アンダルシア，最初はニーブラ，次には遠征の
規模が大きくなったのでカディス，セヴィリア，サンルカーというガダルキ
ヴィル河畔の諸港を運んだのは当代の専門家たちであった。セヴィリアに有
利となったひとつの決定的な要因があった。セヴィリアは既に商業，金融，
行政のひとつの中心地であったので，国家がカディスやサンルカーを大西洋
に沿う国家的な港として利用しつつ，新しい諸企業を取締る役人と機関とを
収容していた。それ故に，それはたったひとつの港にではなく諸港の全体お
よびセヴィリアが内陸首都市であった全域に独占を保障す問題であった。
それ故に，独占という問題解決は，専門家たちによって選ばれ，時代と経
験の試練に耐えた。しかし，当時の一般的風習であるように他の諸国家を排
除し，カスティリア覇権の徽候であるイスパニア内部における他の諸王国を
除外した上に，さらに加えて，何故にイスバニアはヴァレンシア，バルセロ
ナ，ラ・コルーニア，ビルバオなどの他の諸港をも排除したのか。国家がこ
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れらの港を排除する以前に，自然そのものが排除していた。大西洋の横断ほ
既に困難であった。地中海諸港からの回漕はジプラルタル海峡を航行するの
に順風と潮流の状態に依存していた。これはバーバル海賊に直接にさらされ
た地域では特別仕立の旅程であった。カンクブリア沿岸は地中海よりも位置
はよかったけれども，速力と時間的調節とがきわめて重要であり，熟練した
水先案内人が不足していた時代には，南西•イスパニアがもっていた風向きと
潮流との有利さに比べものになり得なかつた。そして，バーバル海賊が地中
海と大西洋との間の連絡をおびやかしたと同様に，フランス，後にはイギリ
スやオランダのコルサリオス海賊がイスパニアの南部大西洋岸と北部大西洋
岸との間のルートに横行した。経度の測定方法が用いられ得るようになる以
前では，アメリカに渡航しようとして北イスパニアを出発する船舶は，遠く
サン・ヴィサンテ岬までは沿岸を離れないことが必要であったであろう。北
部の海賊たちが彼らの攻撃を向けたのは，まさにこの海岸に沿ってであった。
それは，彼らは大西洋の真只中では獲物に出会うチャンスがあまりなかった
からである。もしも，西インド貿易が北方に向っていたとすれば，攻撃をう
ける危険が一層多かったであろうし，それははるかに貴重であったからイス
パニアの欧州商業よりもより誘惑的な目標であったろう。最後に，経済的条
件が地理的・戦略的条件を強めた。農業の潜在可能性では，山岳の多い北部
沿岸地方は南部に比べてはるかに劣っていた。主要な三大農産物は穀物，ブ
ドー酒，オリーヴ油であった。それらを輸出するのは常に可能ではなかった
けれども，乗組員，移出民，入植開拓者の生計を支えるために，港が容易に
近付き得た産地から供給された。それはアンダルンア産のものであった。
国家ほもとより国家の利害関係をもっていた。独占という自然的事実に直
面して，国家はこの事実を裏書するのが便宜だと考えた。財政上の理由から
だけではなく行政上の理由からも，イスパニア政府は新大陸との関係に排他
独占的な監督統制を行おうと欲した。その目的は政治的・宗教的な安全にと
って危険である諸要素の移出を防止するのである。十六世紀には政治と宗教
という 2つはほとんど不可分であった。イスパニア領フロリダに対するフラ
ンス新教徒の要求や回教徒の指揮するティエラ・フィルマの逃亡黒人奴隷
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(cimarones)とのイギリスの合作とに当面して，イスパニアの政策は現実主義
を出でなかった。武器や破壊的な文献の運搬に監督権を及ぼすことも，すべ
ての防禦的方法を一層有効にするために集中化することも，均しく重要であ
った。単一港政策についての国王の利害は，それ故に明白であり，それはま
もなく独占行政というものを形づくった。その最初はイサベラの植民地顧問
官であるプルゴス司教ロドリケス・デ・フォンセカを軸佐する萌芽的な官僚
制であり，これが1503年には商務院に開花した。．商務院はセヴィリアにその
自然的な基地を見出した。この院は国王に隷属して独占の重要な道具であっ
た。それは貿易や植民に関係した船隊，海上輸送，人員を監督した。 1524年
には商務院は，この年に設けられたインド評議会に隷属せられた。この評議
会はロドリゲス自ら行なった植民管理行政を終らせ，植民地統治のための国
王の中央機関となり，商務院は経済問題に専門化した。
ーしかし，国王の政策はどちらかといえば，私人の船主や商人の政策よりも
柔軟であった。 1529年カール五世（＝カロロー世）の勅令はセヴィリア以外の
港に出帆を公許し，一時の間，厳格な独占を修正する時もあった。カールは
西インドで交易し居住することを彼の帝国のすべての臣民に許した。しかし，
この政策は有効には適用されず，アメリカ帝国はカスティリアの独占であっ
た。厳格な独占を緩和しようとする政策が有効には適用されなかった理由の
一部分は独占主義者からの反対であり，一部分は政府自身が金銀の輸入を監
督する必要を感じたからであり，とりわけ，その監督から利益を得る諸港す
らも監督を真面目に行なおうとしなかったー一実行がほとんど可能でなかっ
た一ーからである。それ故に，この勅令は廃止され，とにかく，護送船団制
度が漸次に出現したことは独占のチャンネルを強化した。とはいうものの，
それは全く有効であったとはもちろんいえない。かなりの不正行為が行なわ
れ，とくに帰航には多くの貿易や財宝はガリシア，ジブラルタル，ポルトガ
ルを経由してイスパニアの監督を逃れた。しかし，全体としていえば，独占
は出航では 1世紀以上の間97%，帰航では96~98％まで守られた。これはイ
スパニアの独占の内部においてであった。外部から外国のもぐり商人がきた。
彼らは非公式かつ不法な貿易にはげんで，アメリカでは植民地が母国から受
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けつつある公式貿易の数量に比例してそれぞれ異なった抵抗をした。もしも
母国が不適当であったならば，植民者たちは一しばしば地方官憲の黙認の
もとに一好んで諸法規を破り外国人と交易した。 1540年代および1560年代
にはフランス人，ボルトガル人，イギリス人のもぐり商人がカリプ海で活躍
した。しかし，もぐり商人の存在はほとんど恒久的であったけれども，彼ら
が独占をほんとに意味ないものにし始めたのほ1620年から，むしろ1630年か
らである。そのときまではセヴィリアの支配は絶大であり，イスバニアはア
メリカからの収益の大部分を自己の手に保留した。
ではあるが，「セヴィリアの独占」を語ることはイスパニアの他の諸地域の
演じた役割を無視することとなる。セヴィリアは貿易独占をもっていたが，
イスパニアの北部とりわけビスカヤは海上輸送の独占をもっていた。それは
西インド貿易におけるイスパニア船舶のほとんどすべてを供給したからであ
る。まことに，北部諸州は一般的にいって，植民の拡大にはひとつの重要な
役割を演じた。エル・フェルロールやラ・コルーニアの港は北方の掠奪者に
対する防禦基地であった。北部の富は漁業，冶金業，造船業，羊毛の輸出に
築かれ，多くの貿易の要員のみならず貿易のために資本，備品，財産を供給
した。十六世紀の大部分の間，この供給は相当大であった。 1520~80年にほ，
北部沿岸地方は西インドルート上の海運の少なくとも80％を供した。 1580年
から1610年までは，これが50％に低下し，十七世紀の第二四半期からは多く
の要素のうちのひとつにすぎなかった―これは乗組員の供給をも含んだ衰
微であり，北部諸都市の人口減退に反映された。この人口減退ほ住民の多く
を南部の諸都市に失わしめた。北部地方は多くの場合イギリス，オランダ人
の私掠船や海軍の危険にさらされ，その繁栄はひとたびビルバオからアント
ウェルペンヘの通路が遮断されると被害を蒙った。しかし，それらはイスパ
ニアの一部分にすぎない。半島の限られた一区域の早期における栄光喪失ほ，
イスパニアの経済的衰微を実際よりも早目に日付けする傾向を生んだひとつ
の理由である。しかし，西インド貿易そのものほ繁栄しつづけ1580年代より
もずつと後までも永くその所有者に大きな富をもたらしつづけた。これは，
なかんづく，イスパニアがその敵国に対して西インドを防禦した効率の増大
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によるものであった。
植民地独占の防禦は主として行政の監督と海軍の援護とに基づいていた。
このほか，アメリカ自体における重要拠点での陸軍の諸設備があった。セヴ
ィリアと西インドとの間を帆走する各船は往航復航とも商務院に登録せねば
ならなかった。商務院は船舶，組合，積荷の詳細を記載した記録を保管した。
しかし，商務院の役人たちは家族，友人，共通の利害，多少とも内密な金融
取引などの多くの紐帯によって，セヴィリアの独占人たちが属していた団体，
コンスラードの大商家と結び付いていた。役人たちの職務は貿易を統制する
ことであった。関税—イスパニア側とアメリカ側とで徴収される ahnojari­
fazgo--の徴集は別々に請負われた。したがって，船舶の入出航の登録は厳
重に施行された。それはセヴィリアの独占を維持するひとつの方法であった
からである。他方において，商品の登録は関税評定の基礎であるから，財貨
の性質や価値は隠蔽するよう組織的に整備されていた。財貨の品質全体は，
もちろん，容易には隠蔽され得なかった。しかし，容器は数を計算されたに
すぎず，その内容の形式的な陳述だけで承認され，商務院は税関吏の検閲の
ため容器を開くことを求めたのに対しては，規則的かつ成功的に，反対した。
関税評定の基礎が，かくして，恣意的，形式的，そして概して仮想的であっ
て，護送船団の積送商人を護衛した軍艦で財貨を輸送することにより，登録
も全部逃れることができた。このような「欺蒔の精神状況」の故に，西イン
ドヘの船積商品の性質はきわめて大ザッパな仕方でのみ確認することができ
るが，独占の内部で西インドヘ船積されつつある外国の財貨量の増加を見積
ることは不可能である。しかし，独占そのものがまた，外部からも攻撃をう
けている。
早い頃からイスパニアと西インドとの交通連絡ほ私掠船や海賊に対して保
護されねばならなかった。まもなく，植民地市場そのものが外国のもぐり商
人たちーーイスパニア人は彼らを一般にコルサリオス (corsarios) といった
ーに対して禁止保留されねばならなかった。貿易の初期における海上輸送
にとって最も危険な地域は，アンダルシアの海岸とカナリヤ群島やアゾーレ
ス群島との間であった。ここにはフランスやバーバル人の海賊船が活動し，
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西インドから帰ってくるイスパニア船を待伏せていた。しかるにまもなく，
ヨーロッパ人の海賊船がこのルートの他端に活動を拡げて，カリプ海で掠奪
し始めた。十六世紀の前半では最大の脅威がフランスからきた。それは，し
ばしば繰返されたフランス・イスパニア戦争が大西洋でも闘われたのみなら
ず，ユグノー派の海賊もイスパニアの海運をかなりよい獲物と考えたからで
ある。十六世紀の後半には最大の攻撃はイギリス水夫からきた。水夫たちほ
ホーキンスに指揮され最初は (1562~）イスパニアの貿易体制のなかに入り込
もうとし，次いで (1570~)， ドレークの指揮下に貿易体制を公然と侵略して
しまつた。防禦は緊急であり，まもなく与えられた。 1512年から商務院は西
インドから帰航する船舶をフランス海賊船に対して保護するためカラヴェル
船（軽快速帆船） 2隻をカナリヤ群島に送るよう訓令をうけた。少なくとも15
21年以来は 3~5隻から成る一戦隊がイスパニア海岸と諸島との間を巡察す
るよう命ぜられた。この戦隊は最終的には船隊組織のなかに包含され，未来
のアメリカ通い哨戎艦隊 (Armadade la Guardia de. la Carrera de las Indias) 
の先駆である。この艦隊は大西洋を横断する古典的な武装せる護衛艦隊とな
った。しかし，しばらくの間は，イスバニア防禦はその控え目の発端を以て
満足せねばならなかった。尤も， 1513年には商務院はキューパの海岸を巡察
し横断の他端で海上輸送を保護するために，大西洋を横切って 2隻のカラヴ
ェル船を派遣するよう訓令をうけた。その後，危険が増すにつれて防禦組織
ほより有効となり，したがって，より高価となった。 1528年から別の防禦方
式が現われた。それは西インド沿岸および船舶警備のための艦隊 (Armada
para la guardia de costa y navios de lndias) である。その精確な部署は判ら
ぬが，アンダルシアと新世界との間の防禦的な架橋をなした。
これらの努力は， 1520年代および30年代を通じて，フランスとの戦争の偶
発または海賊の総数と共に，時を異にしながら，増大した。この時期に西イ
ンド貿易の最終的な組織の起源が認め得られる。すなわち，単独航海は軍艦
によって保護された船団航海に途を譲った。最初は1518年に課せられたアヴ
ェリア (averia海損）が，はじめは間歌的に直接の必要のため，遂にほ規則的
な護送税として作用し始めたのもこれらの年代であった。このようにして，
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貿易そのものが防禦費とくに護送船団に付き添う武装せる艦隊の費用を負担
させられた。 1540年代には不正行為者への誘惑が貿易量と共に増加するにつ
れて，より大きな，より強力な船舶が安全保障のために使用された。この発展
ほ，少なくとも 10隻の護送船団で出帆すべき義務と結び付けられた。この10
隻ほ軍艦によって付き添われ，軍艦も亦大きさや装備において増大しつつあ
った。この体制は1550年代の対フランス戦争という困難な年々に一層発展さ
れた。この年々には，年 2回出航するより大きな且つ強力な護送船団を生んだ。
対フランス戦争は公式には1559年に終ったけれども，イスパニアは当時は北
欧からの新しい常に増大しつつある危険に直面し，そして，多くの躊躇の後に，
護衛艦制度が明確な形態を与えられた。 1564年には二重護送船団一ー 2つの
艦隊を集結して小アンティル群島で分離する， 1540年代に始まった一が年
2回単独護送船団に代わられた。この再組織のもとでは，西インドに向けて
イスパニアを出帆するすべての船舶は一 l分な武装をしたもの，アンゴラ
からの奴隷船，毎年の出帆の中間期に通信連絡を維持した通報艦 (avisos)を
除き一護衛艦に伴なわれた船団で出帆せねばならなかっ、た。護送船団ほセ
ヴィリア，カディス，サンルカーに集結し， 2つの船団を組んで出帆した。フ
ロータ船隊 (flota)は4月または 5月に新イスパニア (Nueva.Espana＝メキシコ）
のヴェラクルースに向けて，ガレオン船隊 (g~leones) は 8 月にパナマ地峡の
ノンブル・デ・ディオスに向けて出帆する。それらはハヴァナで出会い船隊を
組んで翌年の秋にイスパニアに帰った。護送船団は外観からいえば厳粛で大
きな塊まりをなしているけれども，外囲の状勢にうまく適応したものであっ
た。もしもイスパニアがその帝国の運輸事業を平和的状態で発展し得たなら
ば，もちろん，より迅速なより能率の高い貿易方法が必要であり，また可能な
ことであったろう。しかし，他の諸国がアメリカにおけるイスパニアの貿易
および占領の独占の承認を拒絶していたので，護送船団は唯一可能な解決で
あった。疑いもなく，貿易を護送船団に限定することは，一部分には熟練し
た水先案内人の不足を補うための努力であるが，最も強制的な理由は安全保
障の追求であった。護送船団が最も恒久的な形態を与えられたのは，ホーキ
ンスがカリブ海で跛屋しつつあったときであるのは偶然ではない。この制度
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は護衛艦がときとして大砲の口腔に商品を入れて運んだことがあったにもか
かわらず，かなりよく機能を発揮した。それはイスパニアの敵国および競争
国への有力な返報であった。ひとつの船隊を拿捕しまたは壊滅させるのは，
きわめて困難であった。ただ稀れな場合には， 2世紀の経過中に，ー船隊が
全滅された（例えば1628年のマタンサスの敗戦のように）が，普通には，不
幸は船舶の状況の貧弱，天候や偶発事件に原因があった。まさに，西インド
船隊が，護衛されて航海するより大きな且つ強力な船舶からほとんど全く構
成されるようになった1560年代から，イスパニアは大西洋を支配し，この帝
国の通信連絡の重要なチャンネルは，円滑ではないにしても，とにかく能率
よく機能した。もとより経費は大いにかかり，・諸植民地における財貨の不足
はもぐり商人に一層の機会を与え，貿易そのものを弱める防禦税ほ不正行為
を奨励したにすぎない。しかも，パナマとリマとの間の太平洋海岸｝レートの
防禦は手薄であった。しかし，護送船団制度は防禦に当面してのイスパニア
の最後的解決ではなかった。
海軍の巡察は最後的には 3つの主要な単位に発展した。大西洋巡洋艦隊
(Armada del Mar Oceano)；これiま大西洋を終始移動する権限を委任されてい
る。西インド警備艦隊 (Armadade la Guardia las Indias)，これは船団を護衛
した。風かみ（＝カリプ海）巡洋艦隊 (Armadade Barlovento)はその名のよう
にカリプ海を巡廻した。これらのほかに，ガレー船戦隊がある。これは既に
南イスパニアの沿岸防備に用いられていて，人員や船用品が高価であり，北
方水域には不適当であったけれども，有効であった。風向きには無関係であ
って，西インドヘは1574年に派遣されたほど有用であった。西インドではカ
ルタヘナからノンプル・デ・ディオスに至るイスパニア領アメリカ本陸の海
岸，キューパやイスパニオラ（＝ハイチ）の海岸を巡察するのに用いられた。
しかし，それは成功的な移動ではなかった。すなわち，人員の不足，不適当
な気候，この船舶そのものが大洋に対処する能力のないことなどは，いずれ
も，新世界におけるガレー船の性能を低下させた。このことは，それにひき
かえて，もっと成功的な適応物，ガリサプラ (galizabra)船を生んだのである。
ガリサプラ船はガレー船の特徴と海洋軍艦の特徴とを結合した三角帆の小船
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である。最後に，十六世紀の末年代には当局は敵の攻撃に対する別の解決を
した。 1588年から，西インド船隊に対するイスパニア艦隊の需要増大により
起った定期護衛体制の一時的な混乱の結果，サプラ (zabra) という速力のほ
ゃいよく武装された小さな船．つまり，速力のためにすべてを犠牲にし国
王の費用で傭われた船隊が，イスパニア政策の依存していた金銀をもち帰る
ために，大西洋横断Jレートに就役させられた。サプラほ重量が少ないので襲
撃者と戦闘するためのものではなく，速力によって襲撃者から逃げるには十
分であった。この意味において，この船型は商品を輸送しないから高価であ
る弱点もあるが，その意図された目的には役立った。しかも，これはイスパ
ニアの反撥力を示し，且つまた，北方の敵国がイスパニアの防禦力を過小評
価してはならない警告でもあった。
][ 
組織され，監督され，保護されて，西インド貿易ほ著しい生命力を以て拡
大した。本質的には西インド貿易は消費財をアメリカの市場において高い価
格にのせ，その代りに貨幣を受取ることにあった。イスバニアの輸出品は主
としてアンダルシア産のプドー酒と油，中部イスパニア産の毛織物，バスク
地方の農工具，銀の混乗用の水銀，人間であった。母国の生産物と競争する
おそれのある植民地の生産は禁止され，この禁止は常に有効であったのでは
ないけれども，西インドの動植物性生産物の輸入にはなお余地を残した。そ
の若干をイスパニアは西インドに移植した。例えば皮類，染料材，砂糖など
はそれであるが，これらのものほみな再輸出されて営利に供せられた。しか
し，イスパニア人は西インドの鉱物資源に最大の価値をおいた。メキシコお
よびペルーにおける銀の大資源は，「帝国の経済的正当化，移民や商人たちの
磁石，破産に頻した政府の期待」であった。しかも，銀埋蔵量は独占の厳重
さおよびそれが保護された配慮の最終的な理由であった。おのおのの鉱山地
帯の生産やアメリカの金生産を評価すべき史料は現存しておらず，イスパニ
アで受取られた金属のみから推測されるがそれとても完全ではない。という
のほ，アメリカに残された金銀，毎年マニラガレオン船で極東に送られた
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金銀，不正や密売買の径路で消滅しつつあった金銀は，計算に入っていない
からである。ではあるが，輸入申告量すらも，西インドからいやいやながら
吐き出された銀がかなり大きな割合を占めたことを示している。これらの輸
入は貿易をなお一段と活気づけ，貿易の強力な拡大の主要因のひとつであっ
た。
この拡大は規則的でなく，さまざまの変動をうけた。 1504~1610年は貿易
伸張の時期であり， 1610年以後には萎縮の長い時期があった。第一期のうち
では拡大の局面に 2つあった。ひとつしま1504~50年，他は1562~92年で，両
者は16世紀の中頃に12年の間隔で分たれる。
(A) 第一の大拡大期 (1504~1550)には，往復の航海数が1506年の35から15
50年の 215に増加し，貿易量はこの時期のはじめには 3,309トン (toneladas
トン税の用重量）あったものが，末には32,355と800％も増加した。これは征服
者たちの時代，急速な植民地拡大の時代，投資およびその後一層の征服への
刺戟として作用した金銀の最初の輸送の時代であった。 1504~10年にイスパ
ニアは西インドに人員，食糧，資材，動物を送り，金をもち帰りつつあり，
損失をかえりみず諸植民地を経営していた。植民地は返却した以上に，吸収
しつつあった。 1510~22年には，諸島—イスパニオラ，キューバ，プエル
ト・リコー~投資の返りは金でのみならず砂糖でも昇り始め
た。しかし，この拡大は1522~32年には停止された。このとき，島嶼植民地
の資源がその代りにメキシコの植民に投下された。次いで1533~44年にはメ
キシコがその富を引渡し始め，ペルーがこれにつづいた。両者は貴金属の流
失を巨大に増加した。貿易は島嶼的であることをやめて，規模において大陸
的となった。すなわち，より大きな船舶，そのより多くが，必要としたので，
また利益があるに伴なって，使用されるようになった。これらの船舶の積荷
の大部分は，もはや農産物ではなくて，繊維品，鉱山や製糖所用の設備のよ
うな工業製品であった。この時点で価格と拡大との関係はより直接的となっ
た。価格が騰貴したとき，貿易を含めて万事が上昇した。商人たちは彼らの
資本投下に報酬を欲した。アメリカにおける生産者たちはイスパニアその他
のヨーロッパに彼らの生産物の市場を欲した。相互関係は，物価水率を知っ
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ておりイスパニア・西インド間の資金関係を意識している商人や船主たちに
依存した。 1535~40年にはこのことがあてはまった。商人はイスパニアで価
格が高いときに西インドヘ大量の財貨を送り，低価格の＼ときには少量しか送
らなかった。それ故に，西インド自体が刺戟者であってイスパニアにおける
インフレーションを起し，このインフレーションは西インドとの貿易の資金
融通に利便を与えた。セヴィリアの商人は，イスパニアにおける物価の騰貴
が西インドにおける物価騰貴のための見込みを創出したことを経験上知って
いるので，「重い戻り」を予期して彼らの輸出を増加した。
十六世紀の前半における拡大は1544~50年の 6年間に絶頂に達した。この
頃までには領土の拡大は事実上完了した。尤も，完全に開発されたのではな
ぃ。 1545年には試堀者が上ペルーの荒涼たるアンデス山にあるポトシの鉱産
を発見し，これは全世界における銀の最大供給源となる。物価はなおも一層
騰貴するにつれて，船舶の隻数や貿易量は増加した。海賊および私掠船に対
する安全保障のために，ますます大きな船舶が用いられた。それらの船舶は
強力な軍艦によって護衛されて少なくとも 10隻の船団で航海するのを余儀な
くされた。それ故に，拡大には 2つの要因があった。ひとつは貿易，他はこ
れを行なう船舶である。貿易が拡大されるに伴なって，海上輸送も拡大した。
そして，海上輸送の供給が貿易の需要に歩調を合わせ得なかったので，運賃
は一層高価となった。高価な運賃の魅力と結び付いて，船舶の不足は造船業
をより刺戟し，外国船を一層多くセヴィリアに引付けた。高率運賃から得ら
れた利潤は，したがって，船主たちに一層の投資をし彼らの船隊の大きさを
増すことを可能にした。しかるに，西インド自身が首府の商業上の需要に即
応し得ない時期がきた。このような，輸出に対しこのイスパニアヘの戻り（収
益）のズレのために，船腹を復航準備もしていないで西インドに集結させた。
その間に，イスパニアでは運賃が高価であったので，それを支払い得る高価
品のみが委託積送されつつあった。急速な拡大は，それ故に， 2つの溢路に
よって塞がれた。造船業における追加的投資が結実し始めたまさにその時に，
西インドに集結された船舶，セヴィリアに推積された財貨，これである。高
価格が輸出の刺戟剤であった間は万事好都合であった。しかるに，価格がひ
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とたび低落または停止すると，危機が起った。というのは，イスパニアヘ帰
航すると，船舶数は低下した輸出の需要を上廻り，これがまた造船業に被害
を与えたからである。
(B) これらの反響は，もちろん，•その衝撃を与えるには時間がかかった。
しかし， 1550年からはいろいろな反響がたしかに感じられつつあったし，拡
大は10年以上も停止された。 1554年の出航23隻は一1550年の 133隻に比べ
ると一ー1522年以来の最低であったし，同様に， トン税の数量および価値に
大激減もあった。交易条件はいまや変化してしまった。すなわち，征服者た
ちの掠奪経済は終りを告げ，拡大する征服境界が停止してしまった。富はも
はや単純な採取では入手し得られず，創造されねばならなかった。これと同
時に物価ほ低落し，特定の利潤見込がなくては商人は手をひいた。 1554年以
来物価が再び上昇し始めたときには，貿易にプレーキをかける，困難をまし
つつあるフランスとの戦争がなおも行われていた。フランス私掠船の脅威が
最もはげしく，イスパニアの損害が最大であったのは， 1554-56年である。
セヴィリアの商人は積荷を委託積送するのを拒むことによって，これに反撃
した。そして， 22カ月の間護送船団はガダルキヴィルを出発しなかった。 15
55年に船団輸送が再開されたが，このときなおも一層大きな護衛船の形態
をとった。これは安全保障を改善したのだが，貿易を阻害した。その理由は
護送船団制度が完成するまでは，この制度は船舶を速かに帰航に就かせるの
を防ぎ売買取引を遅延させたからである。これは海運投資の利潤を減少させ，
商業資本を固定化した。しかも，戦争はさらに一段と損害を与えた。 1550年
代にイスパニアがカール五世 (1516~56)およびその息フィリッボニ世 (1556
~98) のために行なった危大な軍事的努力は， 1557年における国家破産の主
要な要因のひとつであった。その後のアメリカからの送金の一部押収は，商
人たちに不正行為によってそれを免れようとさせただけではなく，彼らの貨
幣を西インドに保管させた。貨幣の流入が少なくなるにつれて，投資が流出
するのも少なくなり，これは現存の不景気を強化した。
(C) しかし， 1559年からは拡大の長い時期が始まり，この拡大は1562年以
降明瞭となった。当時と1608年との間には，西インドルート上の船舶数は
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176％方， トン税の量も238％方，増加した。このほかの繁栄の徴候もあった。
アメリカ造船所用の木材のような新しい輸出品，農産物に比ぺてより多くの
工業品，新しい型の船，一層多くの外国船，セヴィリアにおける一層多くの外
国商人，これである。しかも，全貿易が今やより能率的な保護をうけた。それ
は，護送船団制度が1564年に最終的に完成されたからである。復興が徐々に
始まり， 1566~70年になって，始めて1546~50年を特徴づけた貿易量に到達
した。ではあるが，拡大がはじまり得た諸条件は既に作用しつつあった。カ
トー・カンブレシ条約(1559)以後の短期間には，イスパニアは平和であった。
フランス西海岸の水夫たちは彼らの政府の政策とはほとんど関係なしにイス
パニア海運に戦いを挑みつづけたけれども，フランス自体は宗教諸戦争によ
って弱体化されたが，これに対してイスパニアは1571年のトルコ戦争および
1572年の低地地方における反乱までは，重大な軍事上の公約から免れていた。
カリプ海ではホーキンスが1562年からイスパニアの貿易や防備を探りつつあ
ったのは事実だが， ドレークがパナマに彼のめざましい一層不吉な襲撃を加
えたのは，さらに10年も後のことであった。その間に，征服および占領の主
要路線は達成されてしまい，諸植民の定住と内部開発とが平行して行われ得
た。 1560年よりも少し前に， ドイツのアマルガム法が新イスパニアの鉱山に
応用されて生産上著しい改良がみられた。そして，ペルーのワンカヴェリー
力水銀鉱山が操業したときから，特に1576年以来，ポトシはこの重要物資，
水銀の地方特有の源泉を有し，ペルーはこれに伴なって新イスパニアよりも
多くの金属を供給しはじめた。銀鉱山の急速に増加する産出高，その結果と
してヨーロッパ商業の需要再開，ィスパニアヘの財宝の再流入は，商人たち
に貿易に資本を投下させることによって，第二の長い拡大期を促進したので
ある。投資は工業製品においてとくに有利であった。この工業製品は定期に
航海するガレオン船（三・四層の大形帆船）の船舷のなかで，農産物に代わりつ
づけた。イスパニア経済の他の方面は，新しいプームから利益をうけた。特
にビスカヤの造船所はその適例である。西インド貿易用の船舶の大多数を供
給したのは彼らであり，外国競争者ではなかったからである。最後に，著し
い物価騰貴があった。これは一層強度な貿易の結果でもあり原因でもあった。
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しかし，護送船団および護衛艦の経費ほ貿易によって支払われねばならな
かっただけではなく，また他方永い間船舶を固定化し，それに投下した資本
に対する収益を制限することによって，船舶の経済的な使用を妨げた。最大
の問題は貿易以外からきた。ホーキンスやドレークの遠征や劫掠的な襲撃ほ
イスパニア領大西洋に新しい時期を開いた。敵国イギリス人の得た分捕品や
彼らの行なった破壊は小さかったけれども，不安全な状態が始まり，とりわ
けカヤオからパマヘの重要な太平洋Jレートの不安全は莫大であった。その間
に，ヨーロッパにおけるイスパニアの諸公約の拡張は全力を帝国防禦に注ぐ
のを妨げた。レパントの大勝に絶頂をみるトルコ戦争(1571)は，以前には西イ
ンド船隊で活動していたような小船の多くを必要とし，船主たちに彼らの船
をガダルキヴィルで国王の要求にさらすよりはアメリカにおくよう刺戟した。
金融上の需要がより大ですらあった。商人たちほ，地中海での海戦でまたは
低地地方の軍隊に支払うために，彼らの金銀を一時押収されるという一層大
きな危険に出会った。かくして，彼らの自身の船舶だけではなく，積荷や金
銀を本国よりも西インドにとどめておくという有力な動機をもっていた。イ
スパニア政府の要求やその諸敵国の脅威に妨げられて，西インド貿易もアメ
リカ自体の状態によって損害を蒙った。新イスパニアにおける1576年の流行
病はインディアン住民の40~50％を死滅させ，労力を大いに減少させた。貴
金属本国送付のうちメキシコの占める分は1571~75年の61％から1581~85年
の35％を減少し，これに伴なって，新イスパニアとの貿易は被害をうけた。
だが，西インド貿易はそれ自身の反撥力をもっていた。 1578年以降一層の
上昇転換があり， 1584~86年の大繁栄期を伴なった。 1576年業活動した 114
隻に比べると， 1586年には 213隻であり，貿易量の増加は50％方であった。
これは同時に，貴金属の最も決定的な輸入増加が1576~80年と 1581~85年と
の各 5年間に起り，これが直ちに1576~82の6年間にアンダルンアの物価が
18％方騰貴したことに反映された。この時期とくに1582~85年における状態
は商業の拡大に最も有利であった。イスパニア国王がポルトガルを合併した
こと (1580)は，アゾーレス群島に追加的な基地を供し，ために，護送船団制
度そのものが一層有効に機能しより迅速に往航復航を回転し始めつつあった
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ときに，帝国の通信連絡に一層大きな安全性を保障した。貿易や金銀は倍加
し，イスパニアが大余剰を獲得したのはこの時代であり，無敵艦隊およびそ
の代艦の資金を供給した。 1585年における新イスパニア向の護送船団は西イ
ンド貿易全史における記録された船団のひとつであった―51隻， 17,000ト
ン—しかも，この年はイスパニアが他の多くの公約を有し， ドレークに対
する防禦をゆるめ得なかった時である。危険にもかかわらず，商人たちは15
82~84の高物価時代にメキシコ市場の回復により誘われて，遠方の貿易に資
本を投下しつつあった。
拡大に対する反動は1587年から起った。繁栄期における輸出超過はイスパ
ニアにもアメリカにも市場の供給過多をもたらした。最大の障害は，こんど
も亦外部からきた。イスパニアの全関心はエリザベスー世を打破るにあった。
1585~89年におけるイギリスのつのる攻撃活動は，ィスパニアの利害と安全，
その商人たちの信頼を目指して，加えられた。 1587年4月にはドレークはカ
ディス港を襲撃し，碇泊中の新イスパニア艦隊を拿捕し破壊した。これは利
用し得られる船舶量を減少させただけではなく，積荷をも粉砕した。彼は一
撃を以て国家と貿易とに打撃を与え，護送船団の出発を阻止し，セヴィリア
の商人や船主に大恐慌を起し，その結果，彼らは今後資本投下を躊躇したほ
どである。最後の防禦線はいまやイスパニア無敵艦隊であり，そのなかに彼
らの期待をかけた。この期待があった間は，西インド貿易には休息期があっ
た。無敵艦隊は既にイスパニアの船舶や輸送の大部分を吸収していた。この
ことの根拠付けは，国家の必要にのみならずイギリスの政策によって利益が
大いにそこなわれた商人たちの必要にも合致するというにあった。西インド
の防禦が手薄くなったので，強力な西インド艦隊が襲撃をうけるのは当然で
あり，まさにこの艦隊が無敵艦隊の主力であった。これは大船の優越を説明
するだけではなく，西インド貿易はイギリスとの戦闘要員の大部分を供した。
それ故に，西インド貿易はイスパニア無敵艦隊に最大の利害関係をもって
おり，兵員，船舶，重要利害関係すべてが包含されていた。この艦隊の「全
滅」は艦隊への信頼と海上輸送の繁栄への粉砕的な打撃であった。 10万トン
の大西洋艦隊のうちで， 1588年の船舶の損失は50％に達した。前年のカディ
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スにおける損失を加えると， 60％に達した。西インド貿易はイスパニア経済
の他の方面に比べて一層の衝撃をうけた。大いに頼りとしていた船舶は，最
大な，最新式の最良な船であったからである。一層悲惨なのほ人間の損失で
あった。帆走した士官や兵員 8千人のうち，生還者はきわめて少数であった。
多くの海外公約と共に，イスパニアは既に水夫に不足していた。 1隻の船を
建造するよりも，よい水夫を作るのにははるかに多くの時間を要した。無敵
艦隊の需要，次いでその損失は正常の船隊航行を妨げた。 1586年10月から15
89年 3月まではイスパニア領アメリ，力本陸に向けて出帆した護送船団はない。
航海の季節的なリズムの中断は，西インドからの早急な又は遅延した出発を
原因とする難船事件を増加した。 1590年代の初には，大西洋横断用の船舶は
考朽であり小型であったので，商人たちほ財貨をこのような船舶に委託する
のに躊躇し，とくにイギリスの私掠船にさらされるのを恐れた。一方，船舶
や船員の不足から運賃が引上げられ，これが貿易の経費を増大させたが，他
方，商人たちはイギリスの私掠船や彼ら自身の政府の手のとどかない西イン
ドに彼らの収益を残そうとし，これがまた貿易を不振にした。護送船団の再
編成 (1596)，貿易統制の部分的緩和などにより 1592年頃には最悪の事態がす
ぎ，西インド貿易はその正常のリズムと方法とに戻ることができ，規則的な
船隊の出現，金銀の巨額な受取を伴なった。かくして，十七世紀の初にはイ
スパニアはその最も富める所有を保存し，これを遺憾なく開発しつづけたの
である。
